
統計作成プロセス診断の「試行」の実施方法

統計作成府省 ＴＦ有識者構成員・総務省
10月中
(事前準備)

・業務マニュアル及び成果物・実
施記録等の整理・現状確認

・点検・評価（実施結果等）

→
(随時提供)

・情報等を事前に収集・整理

第１週 ・提供された情報等を「診断表」に則り
整理

第２週 ←
(事前提供)

・上記整理を基にヒアリングに向けた質
問事項の整理・事前提供

第３週 ・ヒアリング対応
←

(随時確認)

・ヒアリング実施※１
・ヒアリング結果を踏まえ、「診断表」
を作成

第４週 ・チーム合同情報交換ミーティング※２
（「診断表」のピアレビュー）

⇒「診断表」確定
終了後 ・試行実施に係るアンケート回答 →（提出）

【試行の手順・流れ（１クール（１か月程度）のイメージ）】

【試行のスケジュール・体制】
■事前準備 10月
■試行診断 10月中旬～１月中旬（２チームで３クールを想定（都合６調査程度を「基本的考え方」

の２に基づき選定）、総務省から先行的に実施）
■実施体制 ２チーム編成

（１チーム：「統計監理官」の役割を担うＴＦ有識者構成員と事務局それぞれ２名程度を想定）

※１ 半日を１回（あるいは２回）程度を想定。 ※２ ＴＦ有識者構成員全員を参加対象とする想定。
なお、下線はＴＦ有識者構成員の主たる対応場面

資料２－２
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統計作成プロセス診断の「試行」の実施方法
【試行の診断表（イメージ）】
業務プ
ロセス

業務
区分

要求事項
（◎：必須、○：推奨）

品質
要素

関連
要求
事項

診断時のポイント等
マニュ
アル
参照先

適用
範囲

成果物・
実施記録等 診断結果 備考

マネジ
メント

１実施
体制

◎ 統計作成府省は、当該
統計作成業務の責任者
（管理職）が、上司への
報告等を行いつつ、各担
当や実施機関の実施状況
等、業務の進捗管理を行
える仕組みや、問題等が
発見された場合にはプロ
セスを遡って対処するこ
と等を含め、必要に応じ、
支持・助言等を行える仕
組みを構築しなければな
らない。

あらゆ
る品質
要素

・

・

進捗管理のための
統計作成プロセスの
段階ごとのスケ
ジュール表や定期的
なミーティングの場
の設定等について、
統計作成業務の責任
者からヒアリング等
を行い、ガバナンス
の現状を確認
必要に応じ統計幹

事の属する部局課に
対してヒアリング等
を行う。

第３章
○○

全ての
調査
（or適用
対象外）

（各府省に
よる事前確
認結果を活
用）
ex)
進捗管理表、
委託仕様書、
誤り発見等
ルール

特段問題なし(適合)or不適合or
観察事項
診断結果の理由・根拠を記載。
さらに、
＊適合のうち、特に評価できる
and/or各府省に横展開すべき
「好事例」については特記
＊不適合の場合、統計作成府省
からその理由・背景等の説明を
求め、記載

→適合となるよう、
見直し・改善に向けた助言や、
あるいは支援の可能性を記載

マネジ
メント

１実施
体制

○ 統計作成府省は、原則
として、基幹統計調査及
び一般統計調査の調査設
計は統計データアナリス
ト（一定の統計業務経験
を積んだ統計職員で、統
計に関する高度な能力を
有するもの）の管理の下
で行い、調査実施は統計
データアナリスト補（統
計調査の管理や一定の分
析、審査能力を有する
者）以上の管理の下で行
うことが望ましい。

あらゆ
る品質
要素

・ 必要に応じて統計
幹事の属する部局課
に対してヒアリング
等を行う。

第３章
○○

全ての
調査
（or適用
対象外）

（各府省に
よる事前確
認結果を活
用）

該当有or該当無

診断結果の理由・根拠を記載。
さらに、
＊該当有のうち、特に評価でき
るand/or各府省に横展開すべ
き「好事例」については特記

→該当有が増えていくよう、
見直し・改善に向けた助言や、
あるいは支援の可能性を記載

 各府省による事前確認結果等を踏まえ、事前に整理
 ヒアリング結果等を踏まえ、チームとして記載内容を確認、再整理
 ピアレビューを踏まえ、内容を確定 ２
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